
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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胡 蝶
土 蜘 蛛

佐々木  尚大
明 石  頼 範

源 頼 光
卜部 季 武
坂田公 時
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・・・
・・・

吉 川  幸 晴
橋 本  潤
高 松  一 真

　源頼光（みなもとのらいこう）が病にかかり寝込んでいるところへ、卜部季武（うらべのすえたけ）、坂田公時（さかたのきんとき）
がご機嫌伺いに訪れます。頼光は侍女・胡蝶（こちょう）に典薬（てんやく）の守（かみ）に薬を取りに行かせており、もう帰る頃だか
ら安心して休むように命じて下がります。
　やがて胡蝶が寝所を訪れ、典薬の守からもらったという薬湯を頼光に勧めます。しかし、その薬湯を飲むと、さらに具合が悪く
なり倒れてしまいます。胡蝶の正体は葛城山（かつらぎざん）に棲む土蜘蛛で頼光を倒し、この世を我が物にしようと企んでいたの
です。
　深夜になり、胡蝶は頼光の病状を尋ねます。そして、時は今と土蜘蛛の本性を現し、頼光に襲いかかります。しかし、頼光は名
刀・膝丸（ひざまる）を振って一太刀浴びせると土蜘蛛はあっという間に逃げ去ってしまいました。
　この騒ぎを聞きつけた卜部季武、坂田公時は土蜘蛛の血痕を頼りに葛城山に辿り着き、激しい戦いの末、ついに土蜘蛛を退治
するという物語です。

第二幕『土蜘蛛』（つちぐも）
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帯中津彦命
高 丸
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佐々木  尚大
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塵 倫
手 下
手 下

柿 崎  直 昭
高 松  一 真
塚 本  修 久

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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明 石  頼 範
山 地  博 之
寺 本  貴 寛
比良  真紀子

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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寺 本  貴 寛
山 地  博 之
柿 崎  直 昭
比良  真紀子

　今より1700年の昔、帯中津日子命（たらしなかつひこのみこと）の御代、異国より身に翼があり、天空を自在に駆け巡り、悪事を
働く塵倫という鬼が飛来し、人民に苦しみを与えていました。
　帯中津日子命は塵倫を退治するため、高丸に門を固めさせ、塵倫が現れたらすぐに知らせるように命じて下がります。それから
六日目に塵倫が黒雲に乗って現れました。帯中津日子命は天神地祇の加護を受けた、天の鹿児弓（かごゆみ）、天の羽矢（はばや）
を持って戦います。この天神地祇の威徳の前に、塵倫は退治されてしまうという物語です。

第一幕『塵倫』（じんりん）

高井神楽団プロフィール ～広島市佐伯区～
　高井神楽団は佐伯区八幡三丁目に鎮座する八幡神社を拠点に活動しています。神楽団の歴史は古く、百数十年の伝統が
ありますが、一時期活動を休止していた時期がありました。時代は平成に変わり、神楽復活を願う神社関係者、また地域の
方々の声に押され、平成9年に活動を再開し、現在に至っています。
　近年は中国地方各地の神社への奉納、各種イベント、各地の競演(共演)大会、中国大連での公演など活動の場を広ていま
す。また競演大会で「準優勝」「優勝」するなど実績を重ねております。これからも応援してくださる神楽ファンの方々や観客の
皆様に喜んでいただける神楽団を目指し、舞方、奏楽、裏方一丸となリー生懸命演じてまいります。

たかいかぐらだん


